
第４６回（２０２６年度）
ＥＮＥＯＳ東燃ゼネラル研究奨励・奨学会　研究助成（奨学寄附金）推薦書
２０２６年　　月　　日
公益財団法人　ＥＮＥＯＳ東燃ゼネラル研究奨励・奨学会
理事長　武藤　潤　殿
推薦者
所　属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
住　所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電  話　　　　　－　　　　　－　　　　
役職・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
下記の通り、ＥＮＥＯＳ東燃ゼネラル研究奨励・奨学会の研究助成候補者を推薦します。
記
１．代表研究者（開発者）

　ふりがな

氏 名　　：

生年月日　　：

所属　　：

専攻･職名　　：

所在地　　：
　　PCメールアドレス：

自宅住所　　　：
２．協同研究者


　　　　　氏　名
　　（年令）
　　　　所属大学・学部・院・科
　　　　　　職名
　（１）

（　　 ）
　（２）

（　　 ）
　（３）

（　　 ）
　（４）

（　　 ）
３．代表研究者の略歴


年　　　月


年　　　月


年　　　月


年　　　月


年　　　月
４．研究（開発）の題目
５．該当する助成課題
（募集要項の対象研究課題のうち、もっとも適合する項目を一つ○で囲ってください。）
基幹技術・先端（先進）技術を問わず以下の研究開発テーマ 
１．エネルギーに関連する次の分野 
1 エネルギー製造・輸送・貯蔵等に関する研究開発 
2 エネルギー利用効率化に関する研究開発 
3 代替エネルギーに関する研究開発 
4 環境保全や安全向上のための研究開発 
5 エネルギー効率向上等に資する工業材料に関する研究開発 
２．炭化水素有効利用に関連する次の分野（但し、医薬品関連を除く）
1 炭化水素誘導体及びその製造法に関わる研究開発
2 炭化水素をベースとする新素材の研究開発  
３．その他 関連テーマ
６．過去の応募歴・受賞歴等
（当財団の研究助成事業についての 応募歴、受賞歴を記入してください。）
　応募歴　なし ・ あり（　　　回）
　受賞歴　なし ・ あり（　　　回）受賞歴ありの場合には、以下 記入してください
　過去の受賞研究との違いについての説明
（当財団の研究助成事業での受賞歴がある場合には、今回の応募研究について過去の受賞研究との違い　
　について分かり易く要旨を記述してください。）
７．研究（開発）の内容：
（以下、項目に沿って研究内容を説明してください。説明が10頁以上となる場合には、1頁の要旨
　に纏め推薦書の最後に添付して提出してください。また、引用文献については（選考委員の引用文献参照を容易にする為）DOIリンク(https://doi.org/10.xxxxxx)を付記してください。）
７⋯１．研究（開発）の背景・目的
（わが国及び国外の現状の認識と、これらとの関連に於いて当該研究（開発）の持つ役割、意義や目的、　
　その実現に向けて取組もうとしている課題などについて記入してください。）
７⋯２．研究（開発）の計画概要
（具体的目標についても出来るだけ記入してください。）
７⋯３．研究（開発）に関して予想される問題点と対応策
（計画が予想に反して著しく困難になるような事態としては、どのようなことが考えられますか？
また、その対策について記入してください。萌芽研究等で記入が困難な場合、記入は不要です。）

７⋯４．研究（開発）成果の見通し
（３年後ぐらいまでの研究成果・達成事項の見通しを記入してください。）
７⋯５．研究（開発）の独創性・先行性
（当該研究（開発）の独創的・先行的なポイントを簡潔に記入してください。）
７⋯６．研究（開発）の直接的効果、間接的な波及効果
（期待しうる学術的・工業的な直接的効果、及び関連分野への間接的な寄与度・波及効果について出来
　るだけ具体的に記入してください。但し、萌芽研究や創造的研究等で算定が困難な場合には定性的な
　記述を認めます。尚、エネルギーに関する研究については、LCAの観点からCO₂削減への寄与について
　記入してください。）
８．研究（開発）の期間及び必要経費
（経費については、当財団の助成金額とは無関係に総額を具体的に記入してください。）
（１）研究（開発）期間




　　　　　　　　　　　年　　　
　月
　　　～
　　　　　年
　　　月
（２）必要経費
項　目・内　容


　　　　　　　　　　　　金　額（千円）









　　　　　　　　　　　　　　合　計　　　　　　　　　千円
９．当該研究（開発）又は関連する研究に対する他からの助成について
　　
研究テーマ　　　　　　　金額（千円）
期　間
（１）校費


　～
（２）文部科学省科学研究費


　～
（３）国公立機関の委託研究費、補助金


～
（４）財団等その他諸団体の援助金


　～
（５）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　～
１０．最近５年間の実績　（２０２１年１月以降～）
（当該研究開発に関するものに限らず、申請者が行った研究開発に関する論文、及び学会口頭発表に
ついて記入してください。評価点の対象になりますので出来る限り記載してください。）
（1） 論文誌発表（主なものを最大１０件まで書いてください。
注1：申請者が主著者(第１著者、或いは責任著者*)の論文、共著者となっている論文の順で、
記入ください。（*：第1著者ではないが責任著者となっている場合、著者リスト中の
申請者名に下線を引いて下さい。）
注２：各論文誌の掲載年のインパクト・ファクター (Clarivate Web of Science の Journal 
Citation Report (JCR) によるIF) も記入下さい。（論文掲載年のIFが未発表等により
入手不可の場合は、入手可能な最新年のIFを記入下さい。また、IFが評価されていない
論文誌については「IF無し」と記入下さい。）
（２）学会口頭発表（申請者本人が発表したものを最大10件まで記入してください。）
１１．学会活動等
（当財団の助成を受けるに当り、これまでの学会活動・受賞・特許取得等の特記事項がありましたら
　記入してください。）
